
学校運営協議会への教職員参加の工夫
学校運営協議会への学校側の参加者は、校長・教頭

の管理職と一部の担当教職員というのが、多く見られ
ます。教職員参加が進むことによって、学校と地域の
関係性が向上する他、各種取組のスピード感や当事者
意識も向上することが期待されます。
市内では、複数の学校で開催時期や時間等を工夫し、

できるだけ多くの教職員が参加できるようにする動き
が見られます。薦原小学校では、夏季休業期間中に、
全教職員参加の学校運営協議会が開催され、子どもた
ちと触れ合う中で感じたことを、伝え合う機会を持ち
ました。学校運営協議会委員から出された意見をいく
つか紹介します。

・「グングン先生」（子どもたちへの学習指導補助）では…（中略）…やり方を教
えてできるようになったときにとても喜んでくれる。自分も嬉しく、やりがいが
ある。」

・「センター職員が草刈や花壇の整備をするので、いつでも言ってほしい。」
・「ボランティアの活動は本当に楽しい」

薦原小学校の他、蔵持小学校、箕曲小学校、比奈知小学校においても、学校運営
協議会への教職員の積極的な参加の取組が行われています。

「意図」が見える
コミュニティ・スクールの取組へ
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充実したCSに向けて「意図」や「思い」の共有！

市内の小中学校では、新型コロナウイルス感染症が拡大して以降、授業参観や
学校行事等、地域から来校いただく機会が減っています。同時に、地域の方と学
校が互いの思いを共有する機会も、少なくなっています。コミュニティ・スクー
ル（以下、「ＣＳ」）の取組には地域の方の参画が欠かせません。学校の課題を
把握する中で、「この取組でこのような力を子どもたちに身に付けさせたい」な
ど、取組に込められた「意図」や「思い」を学校と地域が共有することで、実践
後の子どもの姿が違ってきます。より効果的な取組にするためにも、常日頃から
の学校と地域住民や保護者との綿密な情報共有が重要となってきています。

CSと一体的に取り組む
「地域学校協働活動」とは・・・

地域づくり組織等において進める「地域学校協働活動」とは、地域住民、保
護者、企業等、幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学び
や成長を支えるとともに、「子どもを核とした地域づくり」を目指して、学校
と地域が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動です。

＜地域学校協働活動の例＞

（文部科学省「これからの学校と地域」より）

文部科学省ではCSと地域学校協働活動の一体的推進を推奨！

放課後子ども教室 地域未来塾
学びによるまちづくり・

地域課題解決学習・郷土学習

家庭教育支援活動 学校に対する多様な協力活動
地域の行事、イベント、お祭り、
ボランティア活動等への参画

全教職員参加の学校運営協議会
（薦原小学校）


